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子宮頸がんと

HPV感染と子宮頸がんここ重要

ご連絡

お住まいの地域 管轄の保健福祉事務所 電話番号

佐賀市、多久市、小城市、神埼市、
吉野ヶ里町

佐賀中部保健福祉事務所
健康指導担当

0952-30-1905

鳥栖市、基山町、上峰町、みやき町
鳥栖保健福祉事務所
健康推進担当

0942-83-3579

唐津市、玄海町
唐津保健福祉事務所
健康推進担当

0955-73-4186

伊万里市、有田町
伊万里保健福祉事務所
健康推進担当

0955-23-5186

武雄市、鹿島市、嬉野市、大町町、
江北町、白石町、太良町

杵藤保健福祉事務所
健康推進担当

0954-22-2104

【保健福祉事務所へ書類を持参して申請（平日９時～16時45分）】

【県庁へ郵送で申請】（締切日3/31 当日消印有効）
   〒840-8570 佐賀市城内1丁目１番59号
佐賀県健康福祉政策課がん撲滅特別対策室 0952-25-7491

不安、悩み、治療や薬のこと･･･共通の悩みを持つ方同士いろんなことをお話

ししませんか？聞いて共感し、誰かに聞いてもらい外にはき出すことも大切です。
ソーシャルワーカー、がん相談員もおりますので、ご希望の方は個別相談（要

予約）も可能です。安心してご来館ください。

●時 間：13:00～14:00 『みそ玉づくり』
うれしの宣伝部 中山 延子 さん

14:00～16:00 親睦・交流会

●場 所：佐賀メディカルセンタービル 1階さん愛プラザ受付／3階研修室

 （〒840-0054 佐賀市水ヶ江1丁目12-10）

●対象者：がん患者又はその家族の方

●定 員：20名程度

●申込期日：2/12（木）まで

お問合せ・お申込は、 0120-246-388（さん愛プラザ事務局）へ
詳しくは裏面のチラシをご覧ください。

肝子ちゃん

3/31(火）まで

《さがんだより新聞の問合せ先》
佐賀県 健康福祉政策課 がん撲滅特別対策室 担当 本田
TEL：0952－25－7491 FAX：0952－25－7206
E-ｍail：kenkoufukushiseisaku@pref.saga.lg.jp

子宮がん75歳未満年齢調整死亡率の推移

HPVとは、Human Papillomavirus：ヒトパピローマウイルス（200種類以上の型に分類されます）。
HPVはごくありふれたウイルスで、日常生活（会話、握手、食器の共有、洗濯、入浴など）で注意するこ
とは特にありません。HPVは、性交渉によって感染します。一生涯で80～90％の男女がHPVに感染すると
推測されています。

子宮頸がんとは、子宮の入り口にあたる「子宮頸部」で発生するがんのことです。子宮頸がんはわが国
の女性ではかかる人が多く、年間約11,000人が子宮頸がんにかかり、約3,000人が子宮頸がんで亡くなっ
ています。20歳後半から増加しはじめ、特に30歳から50歳代で多くなります。最もがんに近い前がん病変
であるCIN３（子宮頸部上皮内腫瘍グレード３）を含めると、20歳代と30歳代の女性では最もかかる人が
多いがんです。

子宮頸がんの95％以上は、HPVが子宮頸部に２年以上持続して感染していた人から発生します。若い人
ではHPVの感染率が高いですが、HPVに感染した人が必ず子宮頸がんになるわけではありません。

参加費無料

主催：佐賀県がん総合支援センター さん愛プラザ

（※但し、3/16～3/31受診分は、4/10まで申請できます）

◆子宮頸がんの早期発見のためには、自覚症状がないうち
にがん検診を受けることが大事です。

◆子宮頸がん検診には、細胞診検査やHPV検査があります
ので、それぞれの検査法の対象年齢と受診間隔を守って、
定期的に受けることも重要です。

申請対象者
◆佐賀県内に住民登録をしている方
◆肝炎ウイルスの感染を原因とする慢性肝炎、肝硬変及び肝がん患者の方
（治療後の経過観察を含む）

  ※無症候性キャリアの方は対象外です
◆現在ウイルス性肝炎治療費助成を受けていない方
◆ ２次以上の登録医療機関で検査を受けられた方
◆情報提供等にご協力いただける方

申請対象となる検査
◆対象となる項目の血液検査とエコー検査または（肝がん・肝硬変の方のみ）

CT・MRI検査です。

申請の流れ、必要書類、申請方法などは裏面のチラシをご覧ください。

専門医療機関での定期的なフォローアップにより重症化予防、肝がん等
の早期発見・早期治療を図っています。

Ｂ型・Ｃ型ウイルス性
精密、定期検査費助成の申請

※定期検査費助成回数は、年度内（4月～翌年3月）2回まで
※同じ年度に精密検査費助成を受けた方は、 精密検査１回＋定期検査１回＝２回終了

HPV感染から子宮頸がんへの進行

⓪HPVに感染していない女性 10,000人
⇩ 性交渉により感染

①HPVに感染した女性 8,000人
                                                   ⇩                            ⇩
⓪´HPVを排除できた女性（自然治癒）7,500人 ②HPVに持続感染した女性 500人

                                                                                                 ⇩
③CIN１ 80人程度

                                                                                                 ⇩
 ④CIN２ 10人程度

                                                                                                 ⇩

  円錐切除手術（子宮温存可能） ⑤CIN３（前がん病変）２人程度
                                                                                                 ⇩

 手術・放射線治療など（子宮温存は困難） ⑥子宮頸がん １人程度

CINとは？：子宮頸部上皮内腫瘍と呼ばれるがんになる前の状態です。
数値が大きくなるにつれて細胞の異常が強くなり、CIN３は前がん病変と
呼ばれ、治療の対象となります。

出典：国立がん研究センターがん情報サービスより
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佐賀県は、R4年全国順位11位、R5年６位
※全国順位は死亡率が高い順
出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」

項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6

全国 5.1 5.0 4.9 5.1 5.1 4.9

佐賀県 4.6 5.0 3.9 5.9 6.1 4.5

全国順位 34位 24位 39位 11位 6位 ３３位

ご案内 2/15（日） さんでーサロン 令和７年度 県民公開講座

テーマ 『SOS！佐賀の前立腺がん』

第１部
「本院がんセンターについて」 勝屋 弘雄 先生  
「本院がんゲノム診療について」 小宮 奈津子 先生

第２部 特別講演
「SOS！佐賀の前立腺がん」 野口 満 先生
●期間中はお好きな時間にご視聴できます。
●講座の詳細は裏面のチラシをご覧ください。

主催：佐賀大学医学部附属病院 がんセンター

ｰ オール佐賀で挑む！ メタボ関連がん撲滅プロジェクト ｰ

2/1(日)～3/31(火) WEB配信   視聴無料

HPV検査陽性になっても、
子宮頸がんに進行する人は

ごくわずかです

http://localhost/
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